
２０２４年度 町田市動物愛護推進委員会 確認用議事要旨 

 

 

日 時 ２０２５年２月５日（水）１４：００～１５：３０ 

場 所 町田市保健所中町庁舎 講堂 

出席者 町田市動物愛護推進委員会 委員 

大滝委員（会長）、小倉委員、横山委員、原田委員、森本委員、佐久間

委員、長谷川委員（順不同） 

欠席者 なし 

事務局 町田市保健所  

河合所長、有田課長、齋藤係長、西澤担当係長、秋山担当係長、西島 

傍聴者 ０名 

 

■資料 

【資料１】町田市動物愛護推進委員会設置要領 

【資料２】委員名簿 

【参考資料】ペットタウンまちだ４９号 

 

 

■議事 

１ 開会 挨拶 

（１）所長挨拶 

（２）委員の委嘱 

（３）町田市動物愛護推進委員会について（事務局から説明） 

（４）各委員自己紹介 

 

２ 会長の選任 

 

３ 課題検討 

① 飼い主の高齢化について 

 〇保健所と関係機関が関わった事例紹介（事務局） 

⇒単身高齢者が孤独死をしてしまい、家に猫が数匹取り残されてしまった事例につ

いて紹介。市高齢者福祉課、警察署、動物病院、ボランティアと連携したが、速

やかな対応につなげることが出来なかったため、課題の残った事例であった旨、

担当者の所感を交えて説明した。 

 



〇情報共有 

⇒（委員）国分寺市で猫が取り残されるという事例が一昨年頃から頻発した。「国分

寺市高齢者と動物を考える会」という組織が立ち上げられ、動物が残されてしま

った、飼い主が死んでしまった、など追い詰められてしまう２，３歩手前の状況

でアプローチすることを目指そうと意見統一した。現在、「うちの子データシー

ト」というものを提案している。飼い主が自分の子（動物）の情報について書き、

冷蔵庫等に貼っておけば救急隊などが気づくことができる。そこに後見人の情報

なども書き、飼い主がいざという時にはその人に連絡がいくという仕組みを作り

たいと思って作成した。昨日市役所に提案してきて、現在荒波にもまれていると

ころである。 

もう一点、自分の所属しているＮＰＯ法人では、高齢になっても動物と暮らせ

る社会的なシステムづくりを考えている。犬のシャンプーや散歩などを価格化し

て大学生等のアルバイトに世話をお願いするという考え方。逆に、若い共働きの

夫婦がどうしてもペットを飼いたい、一日のうち１２時間は留守番をさせること

になるという事例。こうした事例では、出勤時に高齢者宅に動物を預けて、デイ

サービスとしてそこで過ごし、夕方に飼い主が迎えに来るようにすることで、高

齢者の方も動物と触れ合える時間がもてると考えている。いずれにしても課題は

あるので、さらに検討を進めて、社会的なシステムにしていきたいと思っている。 

⇒（委員）行政の壁が一番大きな問題であると感じている。 

⇒（委員）紙一枚でもいいので、「これを冷蔵庫に貼ってください」、ということを

アピールして、地域の保健所、市役所、地域のセンターなどでも手に入るように

する。まずは「どの飼い主さんもすらすら書けるようになる」、というところまで

だけでもいかないものかと思う。 

⇒（委員）仮に、全家庭に配布できたとしても、いかに書いてもらうかということ

が大事である。連絡先を残してもらう重要性というのをよく理解してもらわない

といけない。そのためのＰＲも大切だと思う。 

⇒（委員）飼い主さんだけが動物の命を守れるという飼い主教育からだと思う。 

⇒（委員）データシートに関連して町田動物愛護の会では４，５年前に同様のチラ

シを作った経過がある。同会としてチラシを 1,000枚以上作ってそれを配布しよ

うということになり、高齢者支援センターや関係者に配った。冷蔵庫に貼ってあ

れば、かかりつけの病院、後見人などの情報が全部分かるようになっているので、

それを広めていきたいが、中々皆さんに浸透せず、現在も引き続き取り組んでい

るところである。 

⇒（委員）福祉の関係部署から号令してくれると本当に簡単に進むと感じている。 

⇒（委員）そのような関係部署との連携は難しいものなのだろうか。 

⇒（事務局）保健所では、福祉部門との連携は当然課題として認識しているので、



高齢者支援センターなどとペット問題の話を聞いてもらえるような場を設定し、

その中でこのようなものを紹介し、配架の協力依頼をしていくという形で進めて

いる。部署と部署で問題を共有し連携していくというのが筋ではあるが、調整な

どに時間がかかってしまうということもあって、このように進めている。 

⇒（委員）行政が配布すると義務的な印象を受ける。例えば、病院に一切受診をし

ない子はあまりいない中で、動物病院では必ず飼い主の情報は得られる。そこで

飼い主が高齢者であれば、そのような話をして興味を持ってくれた方にはチラシ

を渡すという方法はとれないものだろうか。獣医師会町田支部からこのような提

案をして協力が得られる病院があればお願いできれば良いと思う。 

⇒（委員）このチラシを作った時に全ての動物病院に置かせて欲しいとお願いはし

ている。 

⇒（委員）そのチラシはうちの病院でも置かせてもらっている。飼い主は高齢者の

方も多いが、自分自身に何かあった時という考え方は日本人にはその発想が中々

難しいと感じている。昔東京都の獣医師会でも、何かあった時の保険をやってい

たので始めたことがあるが、うまくいかなかった。「この子は自分がいてこその」、

という考え方が強い気がする。アメリカは愛護に関する考え方がかなり進んでい

るし、アダプションも非常にさかんで、常識として行われているので、当然生体

販売などない状態で、ペットが幸せに暮らすために飼い主が変わるという、そう

いった思想が根付いている。日本の考え方として、「この子は自分がいないとだめ

だから、譲渡したら可哀想」とか、そんなことを考えたくないというのが強いと

感じる。「この子のために準備しよう」という考え方をいかに啓蒙できるかが最初

の課題だと思う。 

⇒（委員）ペットを高齢者が飼うということにはメリットもかなりあって、犬を飼

っている方は飼っていない方よりも認知症になる割合が４割くらい下がるとい

う報告もある。先ほどの話にもあった学生のヘルパーなどはすごくいいアイデア

だと思う。そうすると飼い主が高齢者の場合はペットだけの話ではなく、高齢者

自身にも寄り添うという意味でも、とてもいいアイデアだと思った。 

⇒（委員）飼い主にはペットに対する責任というものがあると思うので、飼い主の

義務としてペットを適切に飼育しなければならないということを意識してもら

う。市の対応方法としては広報で文書を流す形かと思うが、広報などで一律に行

うのではなく、特殊なルートでつなげていかないと啓蒙も難しいと思う。アイデ

アがたくさんあるのは素晴らしいと思うが、飼い主が自覚しなければ改善しない

だろう。 

⇒（委員）飼い方も理解せずに飼っている、ということなら、これからの時代は免

許制度にしてもいいのではないかとも思う。 

⇒（委員）情報発信について、当会も HPを刷新して、ＳＮＳをチーム制にしてひ



たすら情報発信を行っている。HP上でダウンロードフォームというのがあって、

それを見た方が自分で印刷できるので、印刷の問題は解決できる。高齢者自身は

大丈夫と思っていても、子供が心配していることもあるので、そうした関係者か

ら言ってもらった方が良いと思う。そのような方には HPやＳＮＳの方が届くの

で、情報を充実させていきつつ、物理的なものも広げるという両面から取り組ん

でいく方が良い。HP は実際の費用もそこまでかからずできる。また、ＳＮＳの

発信頻度をあげていくことで、ペットが好きな方には徐々に宣伝されていくので、

そこから広がっていく輪というのがある。啓発の方法として、無料で使えるツー

ルを使うといいのではないかと思う。 

⇒（委員）HP の場合には色々な問題があり、その HP の発信源の信頼性を閲覧者

本人が判断しなければならず、信頼性の高いページの作成も重要になってくる。 

⇒（委員）町田動物愛護の会の HPは十数年にわたりシンプルに使い続けているの

で、そういう意味では信頼はあるかと思うが、そういう問題はある。 

⇒（委員）HP だと興味がある方が来てくれて、例えば「高齢者の方のお子さんが

訪ねてくれて、チラシをお子さんが書いてくれて、それを実家に貼ってくれる」

という流れができるといい。 

⇒（委員）いっそチラシの文句でいうなら「お父さんお母さん大丈夫？」とか。そ

こまでダイレクトにアプローチすると、お子さん世代が気付いてくれるかもしれ

ない。 

⇒（委員）孫に言わせるのが一番いいかもしれない。 

⇒（事務局）飼い主が責任をもつというのは大前提として、そこへの働きかけはや

っていかなければというのは改めて認識した。また、本人は大丈夫だと思ってい

ても、周辺の家族や福祉・介護のサービスを使っていたりすると、ケアマネや、

接点をもっている方がペットの飼育の状況をみて、「危ないな」と感じることはあ

ると思うので、そこに対してのこちらの情報の出し方や啓発の仕方は工夫して進

めないといけないと思っている。課題がある飼い主と接点がある関係者の方へア

プローチをしていくことが大事だと感じた。 

 

② 地域猫活動について 

 〇2024年度に発行したペットタウンまちだ（地域猫特集）について紹介（事務局） 

〇飼い主のいない猫に関する事例紹介（事務局） 

⇒無責任な餌やりにより繁殖したノラ猫の糞尿被害が発生し、適切な餌やりとボラ

ンティアによる協力により、問題が改善された事例を２つ紹介。   

〇地域猫活動での課題（事務局） 

⇒地域猫活動は、猫を捕獲し、手術し元に戻す、そして餌を管理し、糞尿の始末を

し、地域の生活環境の悪化を防止する活動となっている。活動している方の中に



は、猫を外に戻すのは可哀想だということで、連れて帰って保護している方がい

る。保護している方の中には数十匹抱えている方もおり、飼育状況が心配である。

動物愛護の視点もあるが、猫を保護することは地域猫活動とは違うということを

行政から伝えていかなければと思う。地域の中での理解を得られない中で個人が

抱えてしまっているのではないかと感じている。 

 

〇情報共有 

⇒（委員）ＵＲの団地は契約書に「動物を飼ってはいけない」となっているので、

ＵＲに訴えかけても結局何もできない。10～20 年くらい前は夜中に猫に餌をあ

げる方もいたし、動物好きな人は自分の周りの猫に勝手に餌をあげていたため、

どんどん増えていった。猫が悪いわけではなく、人間の問題なので、自治会とし

てどうするかということになり最初役員会でお願いして不妊去勢手術が一番と

いうことで始めたのがはじまりで 16 年かかった。住民の方たちに理解をしても

らわないと進められない。不妊手術しながら糞尿掃除もして、餌場を綺麗にして、

など色々なこと、できることは全てやった。113 匹のうち半分くらいは譲渡でき

たが、譲渡にもかなりお金がかかる。最初の 4 年で 88 匹手術したが、最初は町

田市の共生モデル地区ではなかったので、補助金が全額出ず、資金集めがとても

大変だった。商店街にカンパ箱を置かせてもらったり、猫で困っているところを

一軒一軒回って話をし、カンパもお願いするという形でやってきた。そのほか、

「フリーマーケットをするので、不用品があればいただけませんか」と協力を募

った。猫の活動をしながら、いただいた不要の着物を小物の手作り品に変えてフ

リーマーケットに出すなどして、大きなバザーを何回もやった。2011 年の時に

は、売上も 3 時間程で募金と売り上げで 25 万くらいあげた。住民と活動側の思

いが一致したのかなと思った。住民の方の力が無かったら、やりきれなかったと

思う。活動が終わって 3年たつが、今でも猫の相談があると情報共有してお手伝

いをしたりしている。捕獲作業や譲渡などの地域猫活動は終わったが、相談窓口

として自分の電話番号を自治会ニュースに載せている。大きい組織なので、組織

自体に理解を得るのは難しいかもしれないが、自治会役員さんと話し合える関係

を持っておくこと、住民の人に理解していただく、あとは根気強く自分たちが活

動を続けるということが大切と思った。住民の方に活動を知ってもらう、そのた

めに真っ赤なエプロンを買ってつけて活動をするようにもしていた。 

⇒（委員）各団地から相談が来るが、大きな違いは中に住んでいる方が立ち上げた

のか、外から来られた方が立ち上げたかなのかなと思う。理想的なのは猫のいる

地域、団地の中からリーダーが出てきてもらうということではないかと感じる。

相談が来て、当会が動くことがあるが、敵対関係になるパターンが多く、中々う

まくいかない。 



⇒（委員）立ち上げの際には、この問題は人間の問題であるため、猫を好きな人だ

けでは組織しないようにした。色々住民から聞かれたときも、好きな立場苦手な

立場、両方の立場から回答ができたので、そういう意味では、好きな人だけでや

っていたらうまくいかなかったかもしれない。根本的な問題は、猫が悪いのでは

なく、人間の始末の問題なので、自分たちの地域は自分たちでやろうというスタ

ンスでやってきたので、皆さん理解してくれたのではないか。 

⇒（委員）餌やりの場所や時間が決まっているかと思うが、猫が好きでない住民の

方にはどういった形で周知していたのか。 

⇒（委員）自治会ニュースで不定期ではあるが、活動について周知していた。 

⇒（委員）自治会ニュースの話があったが、最近だと若い方など自治会に入ってい

ない人もいるので、入っていない方への周知が難しい。 

⇒（委員）それこそＳＮＳなどで情報発信していく必要がある。 

⇒（委員）私たちが活動しているときにもインターネットを活用して募金集めなど

をしている団体があったが、団地の構造上猫が住めるところがたくさんあったの

で、他所から捨てに来られるリスクを考えて載せなかった。若い方への周知は、

フリーマーケットなどで行った。 

 

③ 各委員から 

⇒（委員）会の中で話題に出るが、自治会の回覧板を使って情報発信できないかと

思っているが、どこに相談したらよいか 

⇒（委員）自治会の連合会の窓口となっている市民協働推進課に相談していただき

たい。 

 

４ その他（事務局から説明） 

 

５ 閉会（事務局） 


